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On　tke　Calibration　of　Nof伍American　Gravimeter　AGI－108’

　　　　　　　andl　AGI－157

　by
Yoshir6Suda

Abstract

　　　To　calibrate　the　North　Americ註n　Gravimeter　AGI－108and　AGI－157，4series　of　observa－

tion　was　carried　out　near　Kashiwa－shi，1Chiba　prefecture．

　　　Comparingψith　the　reβults　obtained　by　a　Geographical　Survey　Institute　pendulum・appa－

ratus，the　scale　value　for　the　AGI－108Gravimeter　is　Ol　O923±0。00003mga1／scale　division　and

，fof　the　AGI－157Gravimeter　is　O．1205±0．00005mga1／scale　division．’

要　旨

昭和35年3月1日から10目間，NorthAmerican重

力計AGI－108およびAGI－157の感度測定を千葉県柏

市付近で行なつた。

国土地理院で行なつた重力振子によつて測定した結果

と比麟すると・AGI－108およびAGI－157，重力計の常

数はそれぞれ0．0923±0，00003mga1／scale　division，

0．1205±0．00605mgal／scale　division　である。　また・

経年変化および他機関所有の同型重力計と同一地点での

測定値の比較などからみて，AGI－108重力計について

は経年変化は認められないが，製作会社で決定した常数

と比較すると数％の差が認められた。AGI－157重力計

については第1回感度測定の結果と比較してほとんど差

が認められなかつた。

1．緒　言

昭和32年1月にAGI－157重力計の第1回感度測定を

　　　コ行なつた。そのときは重力計を修理した直後であり，重

力計内部のスプリングが不安定であったので測定の精度

が悪かつた。その後の観測結果からほず安定してきたと

思われるので第2回の感度測定を行なった。

またAGI－108重力計は昭和24年輸入以来，機会のあ

るたびに一定測点間での反複測定，他機関所有の同型重

力計と同一測点での比較測定等を行なった。そo結果か

る製作会社で定めた重力計の常数（Scale　value）が・正

しくないらしいことが推定されていたりで本測定を行な

った。

本測定は昭和35年3月1目から3月10目までの10

日問，千葉県柏市付近で行なつた。

なお本測定には筆者のほか松田武雄・駒井二郎が参加

した。

本測定に資料の使用を許された国土地理院，目本鉱業

株式会社，石油資源開発株式会社に厚く謝意を表する。

2．測定方法

測点の位置は昭和32年1月の第1回感度測定と同じ

第1表　測点の位置および、No．3での測定値

　　（国土地理院で測定）を0としたとき、

　　の重力値

測点
番号

＊物理探査部

1
2
3
4
5

地 名

松　戸　市

流山・柏市

柏・柏市
我孫子町
相　馬　町

No．3での値を0とした

重力値　　　　（mga1）

一50．93

－19．38

　　0
－4．65

十33．80
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測点1）を使用した。この測点は国土地理院が千葉および

柿岡で重力振子によつて測定し，その間をNorth　Am－

erican重力計AGI－133によってすでに測定した重力値

のわかつてV・る測点のうち，の5点である。No・3での測

定値を0としたとぎの各測点での測定値を第1表に示し

た。

3．測定結集

測定
月日

　各測点での測定値に重力の潮汐変化に』よる影響（A．

Elkinsの方法により計算した）を補正した後，Driftが

時間の経過に正比例するものとして補正を行ない，No．

3で測定した測定値を0としたときの各測点での測定値，

測定に要した時間，Driftなどを第2表a，bに示し
た。

3。9

第2表a　AGI－108重力計の各測点での測定結果

測・　定　　値（S．D。）

No．1

一549．8

3・10

測定
月日

測定値（S，D。）

No．1 No．2 No．3 No．4

十51．2

＋50．6

No．5

十369．1

所要
時問

（min）

Drift 3・11

一549．7

一207．5

一550．5

No．2

一207．4

一207．4

－206．7

＿209．2

－217．8

3・4
一549．3

一207．2

一209．0

－207．4

0

No．3

一55軌2

十〇．6

一207。2

－207．7

一1．4

一〇．1

No，4

十51．8

十51．3

十51．2

十50．6

3・6

3・7

3・8

一550．7

一550，2

一550．0

一549．1

一549．6

十52．5

十50．2

十52．〇

十51．9

十52、4

十50．2

No．5

所要
時間

（min）

十368，型

＋368，5

十368．1

十369．3

＋370．2

192

196

210

188

105

Dr工ft

0

一208．5

－207．6

十〇．6

一〇．3

0

一207．7　－0．2

－208．6、

一206．81＋0．6

－206，4i
　　．曾t糟餉

一208．3

這207，5

一〇．4

一1．9

＋43。9

十49．1

十50．2

十50．2

十51．〇

十49．8

十50．3

十50．7

＋368．6

＋369．7

十369．9

．十369．5

十51．3，

　　　＋369．1
十52．1

十51．2

十50．7

十368．9

90

170

186

230

187

202

183

一〇．5

十〇，7

一1．0

註　S．D。はScale　divisionの略　以下の表も同じ

第2表b　AGI－157重力計の各測点での測定結果

測定
月日

3
3・6

十1。2，

十〇，1

3・7

十〇．3

十1，3

3・8

十1．3

測定値（S』D。）
Nα・Nα2／Nα3

一422．4

一424．7

一42L9

一159．6 　0

－159．Oi

一156。7

一159．9

－159．0

一422．21

一422．0

一1』4

一159．6　－0．9

卜興．．

一423．4

一160．0

－159．5

一159．7

－158．9

一1．3

一〇．4

Nα41Nd5

十39．3

十39．6

十37．8

十39．O

十39．0

十38．5

＋282．3

十281．0

所要
時間
（min）

十38．9

十38。3

十39、2

十39．7

186

226

187

十28L41

十28L3

十280．9

201

191

190

Drift

一2．6

一3．6

十〇．5

一4．8

一1，3

一3．0

54一（542）
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測定
月日

3．9

3，10

3．11

測　　定　　値（S．D．）

No．1

一422．9

一421。6

一422．2

一421．3

No．2

一160．0

一159．4

一159．6

一158，3

一159．6

一159．1

一158．9

一158．6

No．3

一1．6

一〇．6

二〇．6

十〇。7

No．4

十39．6

十39．3

十38．4

十38．3

十38．5

十38．5

十39．7

十39．1

No．5・

十282．8

十280．8

十28L6

十39．2

十39．7

十282．8

十282．2

所要
時間

（min）

196

211

189

185

105

第3表各測点での公算誤差

Drift

一〇．5

一3．1

測点

番号

1．

2
3
4
5

平均

AGI－108

測定

回数

10

19

9・

24

12

公算誤差

（S。D．）

±0．3

±0．5

±0．4

±0．6

ニヒO．4

±0．5

AGI－157

第2回感度測定

測定
回数

10

19

9
20

10

公算誤差
（S。D。）

±0．7

±0。5

士0．5

±0．4

±0．5

±0．5

第1回感度測定

測定
回数

7
13

8
、15

8

公算誤差
（S．D。）

±0．4

±1．1

±0．6

P
±

0．8
へ

±0．6．

一〇．6

一2．1

十〇．1

　ピれらの結果から最少二乗法によっオ重力計の常数：K

を求め喬と，

　AG　I－108重力計　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　K＝0．0923±0．00003mga1／scale　division

　AG　I－157重力計

　　　　　K＝O．1205±0．00005mgal／scale　division

となり，また個々の測点における測定についての公算誤

差を求めうと第3表に示しだようになる。

4。測定結果に対する考察

±0．7

国土地理院で行なつた重力振子による測定には約1／2

00の誤差があるので，最後の桁（10－4の桁）には多少

の誤差があるものと考えなくてはならない。

　AG　I－108重力計についてけ

　1）昭和24年輸入以来，機会あるごとに一定測点間・

の反複測定を行なつてきた2）。第4表aに同一測点にお

ける測定結果を示レた。とれによる≧重力計の常数の経

年変化は認められなダ・。

　2）　また重力計の高さによる変化3），他機関所有の同

型重力計と同一地域での測定等を行なつて，その結果の

比較を行なつてきた。第5表は定められた測点間で反複

測定を行なった結果を千葉県松戸市付近の測定ではNo．

1，柏市付近の測定ではNo．3，神奈川県下の測定では

庁舎玄関での測定値をそれぞれ0とした値，およびAG．

1－108，、AGI－157重力計と他の重力計とを比較し

ーてその百分率を示した。たずし重力計の精度が約O．5

第4表a　AGI－108重1力計の同一測点における測定結果

測　定
、月　日

1950．9　・

1951．6

1951．12

1952．5

1952～

　1955
1955110

1956．5

1957．11

1958．5

神奈川 県下（庁舎付近）

No．2
（S．D．）

P
－
3

6．0二t二〇．45

－35．7ニヒ1．05

－36．0

No．3
（S．D．）

一79．9＋0．5！

一80．3±0．99

－79．9

－79．5＋0．51

No．4
（S．D．）

一197．2ゴニ0．51

－198．1±1108

－197．1

－196．6ニヒ0．25

No．5
（S。D。）

一168．0±0．51

－167．6±O．53

－167．8

－166．8±0．21

庁、舎　内

（地下一屋上）

　（S．D、）

62．7＋0．21

63．0＝1二〇．16

62。8±O．33

塔（N　H，K．．放送塔）

（Free－Air　Constant）

　　・（mgal／m）

0．3024±0．0011

0．3024±0．0002

55一（543）、
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第4表b　AGI－157重力計の同一測点における測定結果

測定
年月

1957．1

1958。2

1958．5・

1960．3

神奈川県下（庁舎付近）

No．3
（S。D．）

一6！．4＋0，66

－61．5±0．20

No。4
（S．D。）

一150．9±0．52

－151．4±O．57

No．5
（S．D．）

一128．2＋0．44

－128．8＋0．53

千・葉県柏市付近
No．1
（S．D．）

一420．7±0．4

一422．5＋0．7

No．2
（S．D．）

一157．9＋1．1

一159．2＋0．5

No．4
（S．D．）

十40．1±0．8

十39，0±0．4

No．5、

（S．D）

十282．0±0．6

十・281．7±0．5

註）神奈川県下の測定値はNo。1（庁舎玄関）の測定値を0とした値，千葉県柏市付近の測定値はNo、3の測定値を0と．した値

第5表　NorthAmerican重力計の比較測定結果

測
定

年
月

1952

5

1954

2ノ

1956

5

1957

1

1957

11

1958

5

1960

3

測’ 定 値

AGI－108

　0
（mga1／皿）

O．3024

※
十52．62
十33。68
十17。88

一18，04
－15．26

※
一18．34
－15．69

一17．90
－15．19

一50．06
－18．91

十33．60

AGI－157

　0
（mga1／m）

18．23

15．40

一50．78
－19．06
十34．04

※
一18．62
－15．79

一18．27
－15．55

一51．00
－19．22
十34．00

A
（％）

十1．1
十〇．9

十1．5
十〇．6

十2．1

十2．4

十1．9

十1．6

十1．2

AGI－133

　0
（mga1／m！

0．3059

※

十18．15

A
（％）

十1．2

十1．5

AGI－135

　O
（mga1／m）

※
十54．12
十34．59
十18．42

A
（％）

十2．9

十2．7

十3．0

みGI－163

　0
（mga1／m）

A
（％）

※
一50．92
－19．21

十34。25『

一18．79
－16．00

B
（％）

・十〇．3

十〇．8

十〇．6

十2．5　　 　十〇．9

十2．0　　　十1．3

備　　考

埼玉県川一口市

N．H．K．放送
塔

（櫨謡）

千葉県松戸市
付近

神奈川県下
庁舎付近

千葉県柏市付
近
（羅回感度）

神奈川県下
庁舎付近

同　上

註）　O：測定値

　A：AG　I－108を基準にした百分率
　B：AG　I－157を基準にした百分率
　※＝測定回数が1往復のみである

AGI－108
AG1－157
AGL133
AGI435
AGI－163

Scale　division2）であるので，測定値が101pgal以下のも

のについては誤差が大きいので除いた。また表の百分率

についても約α3％の誤差が含まれている。

地質調査所所有

　〃
国‡地理院所有

石油資源開発株式会社所有

日本鉱業株式会社所有

千葉県柏市付近
（齪回感度〉

これによると他の重力計との問に数％の差がみられる。

3）本測定によって得られた常数と製作会社添付資料

による常数との間に，約1．4％の差がみられる。．

・56一（544）噺
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　以上のことから製作会社で決定した常数は正しくない

ものと思われる。

　AGI－157重力計算につV・ては

　1）前回の感度測牢結果1），および第4表bの経年変

化の結果からみて重力計の経年変化は認められない．

　2）　また前回よ』り測点付近は交通量が多く，振動等の

影響が大きいにもかyわらず第3表にみられるように各

測点での公算誤差は小さくなつている。このことは重力

計内部のスプリン・グが安定してきたものとみてよいと思

われる。

翫　結　　論

　（1）今回の測定の結果得られたAGI－108重力計の

常数はo．0923mgal／scale　divisionである。

　今後AGI－108重力計はこの常数を使用したい。

　（2）AGI－157重力計の測定の結果得られた常数は

0・1205mgal／scale　divisionである。これは現在使用中の．

常数と比較すると誤差範囲の違V・であるので，AGI－157

重力計の常数は現在使用中の0．1207mga1／scale　divi一

sionを使用してさしっかえないものと・考えられる。

　（3）今後定期的に昭和30年に精度ρ検定を行なった

庁舎‘星谷（横浜市港北区）間での測定を行なって，重

力計の感度の変化を観測し続け，必要の生じた場合には

本地域において感度測定を行ないたい。

　　　　．　　、　（昭和35年3朋定）
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